
 

がん教育実施報告書 

 

学校名           郡山市立富田東小学校 

実施対象者 

（学年・保護者など） 
第６学年児童 

教育課程の位置づけ 
体育・保健体育   道 徳   学級活動・HR活動  講演会・行事 

その他（        ） 

実 施 日 時 令和 ５ 年 １ 月 １８ 日（ 水 ）１０：３５ ～ １２：１０ 

打合せについて 
【１回目】方法： 電話  内容：講話の方法､事前アンケート 

【２回目】方法：     内容： 

外部講師 職・氏名 郡山市保健所 健康づくり課  保健技師・本田 綾華 

実 施 内 容 

・５クラスを２つに分けて実施。（３・４校時） 

・授業前後アンケート（児童） 

・健康教育アンケート（教職員） 

・「がん」とはどんな病気なのか？ 

・どうして「がん」はできるのか？ 

（細胞分裂の図による説明） 

・日本人の何人に一人が「がん」にかかるのか。 

・「がん」はどこにできるのか。 

・「がん」にならないようにするにはどうしたらよいのか。 

・「がんについて学ぼう」○×クイズ。 

・「がん」を早く見つける方法やがん検診の必要性。 

・がん予防のために自分ができること。家族にできること。 

成 果 等 

【児童の感想】 

○がんは、１３種類以上の数があり、おどろきました。そして、自分の

さいぼうが変異したものだったことにもおどろきました。でも、見つ

かれば治せる確りつがあることを知ってほっとしました。 

○がんは、しょっぱいもの、運動不足、たばこ、お酒、やさいを食べな

いことでがんにかかりやすいことがよくわかりました。生活を整えて

いきたいです。 

○がんは、さいぼうが分れつをくり返すことで大きくなっていくことが

分かった。がんを早く見つければ治すことができるのでがん検診をし

っかり受けたいと思いました。 

○がんは身近な存在で、見つかるのがおくれるとこわいので、がん検診

を受けようと思いました。 



 

【成果】 

・パワーポイントで視覚的に分かりやすく教えていただき、がんを難し

く考えないよう子どもたちに配慮された内容で興味深く聞くことがで

きた。 

・クイズなどで楽しく子どもたちの関心を引いたところもメリハリがつ

いて良かった。 

・児童が、がんを恐れるだけでなく、前向きに考えられるきっかけにな

った。 

 


